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唐
・
孫
思
迩
「
千
金
方
』
は
、
六
五
○
年
代
に
成
立
し
た
後
、

一
○
六
六
年
の
初
刊
に
い
た
る
ま
で
四
百
年
間
、
抄
写
・
引
用
さ

れ
、
医
界
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
間
、
「
千
金
方
』
を

引
用
し
た
書
は
「
新
修
本
草
』
『
外
台
秘
要
方
』
『
太
平
御
覧
』

『
太
平
聖
恵
方
」
等
で
、
い
ず
れ
も
皇
帝
の
勅
命
や
宮
廷
の
官
吏

に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
当
時
、
「
千
金

方
』
は
決
し
て
一
般
の
医
者
が
利
用
で
き
る
医
書
で
は
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。
一
方
、
現
存
す
る
唐
代
の
医
学
文
献
は
極
め
て
稀
少
で

あ
る
が
、
本
報
で
は
唐
代
の
王
泳
「
素
問
」
次
注
お
よ
び
昔
段

『
経
効
産
宝
』
の
引
用
書
に
注
目
し
、
唐
代
に
お
け
る
『
千
金
方
』

の
流
布
状
況
を
検
討
し
た
。

『
素
問
次
注
」
の
引
用
害
は
一
二
六
種
（
篇
）
あ
り
、
主
に

『
素
問
』
「
霊
枢
』
系
統
の
内
容
で
、
他
に
儒
教
・
道
教
の
経
典
も

あ
る
が
、
『
千
金
方
』
は
な
か
っ
た
。
確
か
に
『
素
問
」
と
『
千

砺
唐
代
に
お
け
る
「
千
金
方
」
の
形
跡

郭

秀
梅

金
方
」
の
成
立
年
代
と
内
容
等
を
考
査
す
る
な
ら
、
両
書
の
関
連

性
が
深
い
と
言
え
な
い
の
で
、
王
沐
が
引
用
し
な
く
て
も
不
思
議

は
な
い
。
し
か
し
宋
・
林
億
等
の
『
素
問
」
新
校
正
注
は
『
千
金

方
」
を
二
二
回
、
孫
思
迩
の
説
を
一
四
回
引
用
し
、
王
沐
注
の
不

足
を
補
充
し
て
い
る
。
『
素
問
」
次
注
と
「
外
台
秘
要
方
』
は
と

も
に
七
五
○
年
代
に
成
立
す
る
が
、
『
外
台
秘
要
方
』
は
「
千
金

方
』
の
内
容
を
大
量
に
引
用
す
る
。
王
沐
は
「
弱
齢
慕
道
、
夙
好

養
生
」
と
自
称
す
る
の
で
、
道
教
色
の
濃
い
『
千
金
方
」
を
参
照

し
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
、
王
泳
は
「
千
金
方
』
を
閲

覧
で
き
な
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

一
方
、
唐
の
昔
設
「
経
効
産
宝
」
三
巻
は
中
国
で
早
く
に
散
供

し
た
が
、
森
立
之
ら
の
「
経
籍
訪
古
志
」
に
よ
る
と
、
日
本
に
は

南
宋
版
が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
る
。
一
八
八
一
年
、
中
国
人
の
張

金
城
が
本
書
の
日
本
の
版
木
を
購
入
し
、
中
国
で
印
刷
し
た
。
そ

れ
を
人
民
衛
生
出
版
社
が
一
九
五
五
年
に
影
印
し
、
現
在
に
普
及

し
て
い
る
。
当
書
を
調
べ
た
結
果
、
『
小
品
方
』
『
経
効
」
『
広
済
」

「
古
今
録
験
」
「
必
効
」
『
千
金
翼
」
「
深
師
方
」
『
救
急
』
な
ど
十

一
種
の
医
方
書
が
引
用
さ
れ
た
。
う
ち
『
千
金
方
』
は
延
べ
十
回

ほ
ど
引
か
れ
、
多
く
の
薬
味
の
用
量
に
は
玖
（
九
）
両
・
陸
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（
六
）
両
な
ど
の
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
引
用
書
目
は

「
外
台
秘
要
方
』
に
類
似
す
る
が
、
引
用
文
は
一
致
し
な
い
の
で
、

『
外
台
秘
要
方
」
か
ら
間
接
引
用
さ
れ
た
可
能
性
は
排
除
で
き
る
。

昔
段
が
『
千
金
方
』
な
ど
の
貴
重
医
書
を
利
用
す
る
可
能
性
が
あ

る
か
、
謎
を
解
く
た
め
、
史
料
を
探
索
し
て
み
た
。

昔
段
の
伝
は
史
書
に
な
い
が
、
多
紀
元
胤
「
医
籍
考
』
所
収
の

唐
・
周
顔
『
経
効
産
宝
』
序
に
そ
の
成
立
経
緯
が
記
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
八
四
七
年
頃
、
節
度
随
軍
の
昔
段
が
宰
相
の
白
敏
中
の
召

に
応
じ
、
婦
人
科
の
本
を
編
蟇
し
た
。
そ
し
て
白
敏
中
は
本
書
の

簡
要
を
褒
め
、
「
産
宝
」
と
名
付
け
た
と
い
う
。
他
方
、
「
唐
書
」

列
伝
に
よ
る
と
白
敏
中
は
白
居
易
の
従
兄
弟
で
、
文
武
両
道
に
優

れ
る
人
物
で
、
八
四
六
年
、
著
名
な
宰
相
の
李
徳
裕
に
抜
擢
さ

れ
、
翰
林
学
士
・
兵
部
侍
郎
・
中
書
令
・
宰
相
に
昇
進
し
た
。
李

徳
裕
は
唐
の
元
和
年
間
（
八
○
六
～
二
○
）
に
上
柱
国
を
任
じ
た

高
官
・
李
吉
甫
の
次
男
で
あ
る
。
宋
・
王
応
麟
「
玉
海
」
巻
六
十

三
に
、
「
李
吉
甫
伝
為
准
南
節
度
使
、
帝
為
御
通
化
門
祖
道
賜
御

餌
禁
方
。
孫
思
迩
「
千
金
方
』
三
十
巻
、
『
摂
生
真
録
』
一
巻
」

と
記
載
に
よ
る
と
、
李
家
に
は
御
賜
の
「
千
金
方
」
が
所
蔵
さ
れ

餌
禁
方
。
孫
思
迩
「
千
金
方

と
記
載
に
よ
る
と
、
李
家
に
皿

て
い
た
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
。

当
史
実
か
ら
す
る
と
、
白
敏
中
は
李
徳
裕
と
親
密
で
、
李
家
所

蔵
の
『
千
金
方
』
を
借
覧
・
抄
写
で
き
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の

後
、
昔
段
が
召
さ
れ
て
白
宰
相
府
に
寄
寓
し
、
蔵
書
を
参
照
し
て

「
経
効
産
宝
」
を
編
蟇
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
千
金
方
」

の
よ
う
な
貴
重
文
献
を
利
用
で
き
た
ら
し
い
・

以
上
の
よ
う
に
、
王
沐
は
「
素
問
」
次
注
の
著
述
に
「
千
金

方
」
を
利
用
で
き
ず
、
百
年
後
の
昔
段
は
宰
相
の
助
力
が
あ
っ
て

使
用
で
き
た
。
す
な
わ
ち
「
千
金
方
』
は
成
立
の
後
、
一
貫
し
て

上
層
社
会
だ
け
で
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
一
○

六
六
年
に
宋
政
府
校
正
医
書
局
の
林
億
ら
は
孫
思
迩
の
自
筆
本
、

あ
る
い
は
模
写
本
を
以
て
、
校
訂
、
刊
行
し
た
後
、
世
に
広
く
流

布
し
始
め
た
。
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